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一 Ⅰ 
戸 初日合区の 日部 クマ ヲ さん ガ 3 月 7 日、 

満 100 歳の誕生日を 迎えられました。 明治 
32 年生まれの口部さんは 子どもさん 8 人と 
W3 人のあ 抹さん ぱ おられます。 
この日、 町長ガら 口お 祝い状 山と [ 特別 

敬老祝金 ] を受け取った 口部さんは満面の 

Ⅰ
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ノ
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笑みでした。 
これ ガ らも体に気を 付けて、 もっと長生 

きしてください。 

広穏接 には 汀 コロ ユ のため再生 穏 を生臆して ぃ接ず 。 
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シルバ一人材セン ワ 一職員採用試験 岡垣町職員採用試験 

1. 採用職種と人見 職員 1 人     採用職種と人見 技能職員 1 人 
2. 受験資格 ( 高卒程度以上 ) 

昭和 49 年 4 月 2 日から昭利巧 6 年 
2. 受験資格 昭和 88 ヰ -4 月 2 口からⅢ 困 「 44 

4 円 1 口 生まれの 人 。 求 
年 4 円 1 日生れ 00 人で、                     

3 試験日時及び 会均 5 月 11 日 ( 火 ) 免許取得者 ( たた l, 、 地方公 
10  : 00@  10  : 55  ( 受付 9  30 ， 務 員法弟 16 粂に該当する 人は 
いこいの 里 。 会講室 

4. 試験内容 適性試験 ( 小論文 ) 
受験できません ， 

5. 申込古 拙岡垣町シルバ 一人材 セノタ一 り （Ⅰ 試験日時 及ひ 会場 5 ｜ ｜ ｜ 6 ｜ ｜ ｜ ( ｜ ｜ l) 

で 職員採用試験要項を 受け 収 J     
㌍捷書 ( 写真添付 ) を提出しで 岡垣 W 役場 
下さい。 

6. 受付期間 4 月 13 口 ( 火 ) から 4 月 24ll( @ @ 4. 試験内容 適性検査 

までの午前 8 時 30 分 - 午後 5 時 5. 申込書 役場 W 長 公室人事 係 に設置 
まで ( 円曜 ・月曜日，祝日は 休 6. 受付期間 4 月 12 日 ( 月 ) から 4 月 30 口 
みです ) 
( 郵送の場合は、 4 月 24 日 ( キー @ ノ   

( 金 ) までの午前 8 時 30 分から 

者 で書類が完備しているもの )   午後 5 時まで ( 土 、 Ⅱ、 祝日 

7. 初任給 高卒で 146.300 円程度 ( 平成 10 年 は 休みです ) 
しメ 4 月 1 日現在 ) ( 郵送の場合は 4 月 30 日 ( 金 ) 
8. 問い合わせ 社団法人 岡垣町シル " 一     

材 センター 
必 者で書類が完備しているも 

岡垣 W 大字高倉 598 番地の l の ) 

0093(282)4688 7. 問い合わせ 役場町長公室人事 係へ 

    

同家公務員採用試験 ( 大卒程度 ) 

  

し " 

口タ公務員採用試験 ( 高卒程度 ) 
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～委員長あ いさつ～ 

4 月 25 日は、 岡垣町議会 

議員選挙の投票目です。 
今回の選挙は 私達の服 

も身近な選挙であ り、 2l 

世紀のまちづくしに 向け 

で 皆さんが政治に 参加す 
  

る 人切な選挙で 為ります。 

甘 Ⅲ こ 、 新成人となられ 

た皆さんをはじめ 若い方々の投票に 大きな 

期待を 、 せ でおります。 

有権 者の竹さん、 投票日には必ず 投票に 

行きましょう・ 

また、 立候補をされる 侍さんにおかれま 

しては、 選挙違反がないようルールを     壬 っ 

ていただき、 公正で明るい 選挙をしていた 

だきますようお 卯     いいたします。 
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開票速報をインウー ネ Ⅴ トでム 7@ 
灯 れ 会甘 且且苧の開票速報をインター ヰソト で速報します。 
・且も俺 近 な 接 串の開幕 坤果 が宇 庭 で見られますのでインター キ リ 

ト が見られ古町民の 方はぜひ ご桔 ください。 

ヰ 開票速串の場所 ; 岡垣町のホームページ 
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い
，
 

連
絡
先
古
 0
9
4
0
 
１
 3
2
 １
 3
 

1
2
4
 
 
音
 付
 ま
で
 

神
郡
宗
像
薪
能
 

実
行
委
員
会
 

（
ス
タ
ッ
フ
募
集
）
 
  

    ンター 呑 282-5167  ●シルバ一人材センター 呑 282.4688 

  狂 

）
 

現
在
、
町
内
の
各
地
域
に
お
 

い
て
ロ
程
を
定
め
、
集
団
予
防
 

注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

都
合
で
Ⅲ
Ⅰ
 入
 Ⅱ
れ
な
い
方
や
 

避
れ
た
方
は
、
町
内
の
次
の
臥
 

医
の
所
で
個
別
注
射
を
受
け
て
 

 
 
ぽ
藤
 動
物
病
院
 

日
 
 
 

山
田
畔
 

呑
 2
8
3
 １
 2
7
2
2
 

ヒ
レ
 ノ
シ
 動
物
病
院
 

呑
 2
8
3
 １
 1
0
1
8
 

問
い
合
わ
せ
町
民
 課
 生
活
環
 

暁
係
 

平
成
Ⅱ
年
度
国
民
年
金
保
険
 料
 

ザ
成
Ⅱ
年
度
の
国
民
年
金
保
険
科
さ
れ
ま
す
の
で
 
、
「
国
民
年
金
保
険
 

"" 脚         「 

ゴミ収集日の 休みと 更
 

毎週月・木曜日が 燃える コ ミの収集日となっ 

ている地区は、 4 月 29 Ⅱ ( 木 ) と 5 円 3 @l 

( ハ ) が 2 回っづけて 祭 Ⅱとなるため、 4 ハ 29 

日 ( 木 ) は収集しますが、 5 /] 3 H UJ ) は 

収集を休ませていただきます「 

5 月 8 日 ( ゴ     ) に 変 但しで収集いたします ロ 

    地域 振 地券取扱 后ぅ 
追加 分 

㈱エル ゼ 囲垣 店 理容 力根 

大阪 屋 クリーニンバ   ナオミ美容室 

カット & パーマ永田 @ 右 @ ノーブル 

理容 銀座 パール美容室 

クリーニンバ キリン 屋 博多 屋 クリーニンバ 

㈱ゴールデンゲイト 商会 ビューティサロン 賞美 

理容 サコ 一 寿司 駒 

サロンド ア キ 西日本新聞エリア 
、 ジュン美容プラザ センター 捷壷窄呈 Ⅱ l 

㈱ ) 白菊 クリーニンバ   は んず囲垣 

シルバークリーニンバ ㈲柴田石油 店 

タナカ理容 ㈲ 俺田 表具店 
チェ美容室 ㈱ビックベアーズ 囲垣 店 

床屋ハウス 野間 ㈲五軒家 

㌔ ノ 
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地区のボランティア 活 

1
 、
山
岳
登
は
ん
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
 

ン
グ
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
危
 

険
な
ス
ポ
ー
ツ
，
 

2
 、
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ
 

る
 事
故
。
 

3
 、
地
理
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
 白
 

然
 災
害
に
よ
る
も
の
な
ど
，
 

｜
 ・
 @
 

ト
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

  目
 
"
 
ワ
 l
 

巨
 
・
 

  
幼も 

8 イ 
-
,
,
"
 

が
 
舌
   対象に   なり   
校
 管
理
下
中
は
除
く
Ⅰ
公
民
館
な
 

ど
に
よ
る
ス
ボ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
活
動
、
文
化
活
動
な
ど
，
 

5
 、
そ
の
他
 

手
伝
い
な
ど
。
 

町
 主
催
の
 

  

  

            

 
 

 
 

活
動
中
 

  

 
 

Ⅰ
 

」
１
１
 レ
す
ヴ
 

町
内
で
は
、
子
供
会
を
中
心
と
す
る
青
少
年
育
成
活
動
 

や
 自
治
区
の
清
掃
活
動
、
婦
 

入
会
、
老
人
ク
ラ
フ
が
行
 
う
 福
祉
活
動
な
ど
が
盛
ん
に
 
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
活
動
は
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
 

な
 役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
活
動
中
に
万
一
事
故
が
起
き
て
 

し
ま
っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
の
 

活
動
が
し
 ほ
 ん
で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
 
 
 

そ
こ
で
、
町
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
中
の
事
故
を
救
 

済
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
 

活
動
を
行
え
る
よ
う
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
保
障
 

保
 険
 」
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。
 

車
 故
を
保
障
し
ま
す
，
 ズ
 ホ
教
、
政
連
動
な
ど
 

治
 ・
営
利
を
Ⅰ
的
と
し
た
活
動
は
対
 
2
 、
青
少
年
 育
成
活
動
 

町
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
 
5
 人
家
と
な
り
ま
せ
 ん
，
一
 

子
供
会
の
諸
活
動
 

8
 、
社
会
福
祉
奉
仕
活
動
 

以
上
の
町
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
対
象
と
な
る
 
活
動
の
主
な
具
体
例
 

町
民
団
体
や
個
人
の
万
が
本
来
の
什
 
1
 、
地
域
 杜
 会
 活
動
 

社
会
福
祉
施
設
援
助
活
動
、
在
主
君
 

人
 

区
の
活
動
、
防
火
、
防
犯
活
動
、
 

事
を
離
れ
て
行
う
、
継
続
的
、
計
画
 

甘
等
の
 ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
。
 

的
な
公
益
性
の
あ
る
 
W
 民
活
動
中
の
区
運
動
会
、
 
Ⅸ
の
祭
り
、
交
通
安
全
 

4
 、
社
会
教
育
活
動
 

青
年
団
、
婦
人
会
、
 P
T
A
 
 
（
 
学
 

保障の内容 Ⅰ 

1 . 賠償 甘 佐保険 

1 . 身体贈位 ( 1 事故歳 ") 6,000 万円 

2. 財物賠償 ( 1 事故最高 ) 300 万円 

2. 障害保険 
1. 死亡保険金 1,000 万円 

2. 後 丑 障害保険金 ( 程度により ) 1,000 万円一 30 万円 

3. 入院保険金 1 口 3,000 円 (180 日限度 ) 

事故の報告 Ⅰ 

もし活動Ⅲに 事故が発生したときは、 すぐに、 団体の背任者を 通 

じて役場の所管窓口に 連絡してください ， 

連綿の要領は 次のとおりです 

1 . い つ… H  時 

2. どこで…場 所 

3 だれが… 被吉者 あ るいは加害者の 住所、 氏名、 年齢など 

と 4 うし で‥・状況と 原因 
5. どうなった…被害の 状 @ 

問い合わせ 役場地域振興課 8282-]2 Ⅱ 

朋
丘
 

O
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Ⅱ
本
で
は
Ⅲ
ハ
ト
リ
ッ
ク
㈲
Ⅱ
は
 

わ
れ
と
ら
へ
ん
か
 
ご
 て
、
 

祝
 う
 ご
と
も
せ
い
へ
ん
か
い
な
と
 僕
 

は
 Ⅲ
 つ
 と
る
け
ど
、
た
だ
 
一
 Ⅲ
 ト
 ・
ミ
 
ニ
 

と
し
で
チ
ョ
ロ
 
ッ
 と
だ
け
セ
イ
ン
ト
 

パ
ト
リ
ッ
ク
の
Ⅲ
を
し
た
い
と
古
う
 

 
 

 
 

宜
 先
帝
で
 ギ
目
 c
¥
 
ク
、
白
き
 c
.
r
.
 

簿
こ
 
と
し
 

て
 二
八
七
缶
 に
 イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
 

 
 
 
 
 
 

生
 ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
二
所
 岨
人
叩
カ
 

ト
リ
ッ
グ
教
の
こ
と
を
 朋
故
 し
た
そ
 

、
フ
ビ
た
 に
 ド
 を
し
し
人
々
を
手
伝
っ
 

-
 
大
 
l
,
@
 

で
、
援
助
を
し
た
た
め
、
死
亡
後
、
 

 
 

リ
ッ
ク
は
 3
 Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
に
亡
く
な
っ
た
 

 
 

  

 
 ま

で
、
 
机
 坤
な
ど
の
Ⅶ
魍
に
よ
 づ
 で
、
 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
 

 
 
 
 

ト
リ
ッ
ク
の
Ⅱ
 と
い
 

 
 
 
 

ど
こ
 ド
付
づ
 

 
 

 
 

-
-
@
 

く
 @
 

イ
ル
ラ
ン
ド
 人
と
 ア
イ
ル
ラ
ン
ド
テ
 イ
 

 
 

ノ
ド
 
の
こ
と
を
色
々
教
え
で
く
れ
て
、
 

 
 

 
 

食
べ
て
ん
 ね
 
  

 
 

｜
フ
に
 出
し
で
、
 

  

宇
を
開
く
こ
と
な
ど
を
す
る
け
ど
、
 

/ Ⅹ 

ン 
の 
食 
べ 

方 

切
っ
て
ス
ー
フ
に
没
し
で
食
べ
る
 し
 

 
 

そ
れ
で
、
僕
の
ア
イ
 

札
パ
 

 
 と

っ
て
 、
 Ⅲ
 バ
 ト
リ
ッ
 

 
 

ク
の
り
の
お
祝
い
は
、
 

お
 弗
式
 と
同
じ
よ
 っ
 に
 、
 命
の
お
祝
 

い
で
、
飲
ん
だ
り
℡
 っ
 た
り
歌
っ
た
 

り
す
る
し
か
あ
ら
へ
ん
，
日
本
で
は
 

叩
 パ
ト
リ
ッ
グ
の
Ⅱ
は
 ぶ
 
地
句
り
に
な
 

り
 へ
ん
と
思
 う
 け
ど
、
興
味
が
あ
れ
 

ば
 、
グ
リ
ー
ン
・
ビ
ー
ル
を
飲
み
や
。
 

梅
田
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
 

給
食
の
こ
と
 チ
 ほ
心
 い
 出
し
て
、
判
別
 

に
パ
ン
の
食
べ
 万
や
 ，
 

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
 チ
 や
っ
た
ら
、
ど
 

こ
に
わ
り
て
も
食
べ
万
は
Ⅱ
 じ
ヤ
 
ロ
 

ウ
。
 薄
 い
ス
ー
プ
が
付
い
て
い
た
ら
、
 

食
べ
方
は
変
わ
ら
へ
ん
な
。
や
け
ど
、
 

Ⅱ
本
の
カ
レ
ー
み
た
い
な
 拙
 い
ス
ー
 

 
 

フ
ラ
ン
ヌ
、
パ
ン
み
た
い
な
パ
ン
は
Ⅰ
 

 
 

3
 Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
に
竹
川
Ⅶ
理
を
食
 

ぺ
 さ
せ
 

  

 
 

で
甲
 ハ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
・
を
 

呪
 っ
た
。
 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
 

人
 と
い
う
民
族
 
は
 比
較
的
に
曲
的
で
、
 

、
 

  

で
も
、
ビ
ー
 
@
 を
飴
 ふ
た
り
 

 
 

な
 

  

の
形
刊
を
拙
く
受
け
た
僕
は
考
え
た
 

 
 

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

づ
ト
 

ら
へ
ん
そ
う
や
 

，
 

Ⅰ
 
-
 

Ⅰ
 

 
 
 
 
 
 

セ
，
と
 
遊
ぶ
の
は
か
な
，
・
 
/
@
 Ⅰ
 

 
 
 
 
 
 

切
っ
掛
け
で
、
 
汗
辿
に
 兄
え
へ
ん
 こ
 

と
を
認
め
る
チ
ャ
ン
ス
 や
，
 

給
食
が
好
き
や
 ね
ん
，
 

幼
い
こ
ろ
の
幼
稚
同
生
の
僕
の
事
 

を
 考
え
よ
う
と
す
る
と
、
何
や
か
 、
 

品
，
 
@
t
.
.
,
 

に
孝
 帥
 な
こ
と
や
，
や
っ
ぱ
 

 
 

 
 

恩
点
 

Ⅰ
 
"
 

ヤ
 け
ど
、
あ
る
日
、
新
し
く
て
 兄
 

知
ら
ぬ
久
の
千
が
僕
の
幼
稚
園
に
来
 

て
、
 同
じ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
一
緒
に
 

辿
 う
こ
と
に
な
っ
た
。
違
和
感
が
な
 

く
て
、
い
つ
の
ま
に
か
、
僕
の
小
さ
 

い
 幼
稚
園
の
ダ
ル
ー
ブ
に
入
っ
て
 、
 

浴
け
 込
ん
だ
。
 
約
 ，
 力
 月
間
ぐ
ら
い
 

が
経
 っ
て
 、
 僕
た
ち
が
か
な
り
仲
良
 

く
な
っ
た
け
ど
、
あ
る
日
に
 、
 僕
た
 

ち
が
給
食
を
食
べ
て
い
た
ら
、
な
ん
 

や
か
 可
実
 し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
っ
 

た
 。
給
食
は
股
に
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
 

 
 

た
け
ど
、
彼
女
の
食
べ
万
は
遠
っ
た
 ，
 

僕
は
皆
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
ン
を
 

小
さ
く
ド
切
っ
て
、
ス
ー
プ
に
浸
し
 

て
 食
べ
て
い
た
け
ど
、
彼
女
は
千
切
 

ら
れ
へ
ん
で
、
た
だ
パ
ン
を
渡
い
 
ス
｜
 

フ
を
 飲
み
な
が
ら
、
パ
ン
を
食
べ
で
 

い
た
。
び
っ
く
り
し
た
僕
は
急
に
 

「
あ
ん
た
、
 阿
 し
と
る
ね
ん
 
:
 ぞ
 う
 

い
う
食
べ
方
は
チ
ャ
ウ
 デ
 。
」
と
ぼ
 

そ
ぼ
そ
言
っ
て
い
た
。
何
も
間
違
っ
 

と
る
こ
と
が
な
い
と
怒
っ
て
い
た
彼
 

女
は
 
「
チ
ャ
ウ
こ
と
は
 
ブ
 ラ
ヘ
ン
デ
 ，
 

う
 ち
の
家
で
は
、
普
通
 
や
 ね
ん
。
や
っ
 

て
み
や
。
」
と
返
事
し
た
か
ら
、
 

好
 

奇
 心
の
強
い
僕
も
 、
 同
じ
よ
う
に
 食
 

ぺ
 た
か
っ
た
。
 

彼
女
の
奇
妙
な
食
べ
万
に
よ
っ
て
 

 
 

が
 変
わ
り
て
、
す
べ
て
の
味
が
小
味
 

く
な
る
か
と
僕
は
期
待
し
て
い
た
け
 

 
 

 
 

変
わ
ら
ず
美
味
し
い
と
思
っ
 

り
 万
が
た
だ
違
 う
と
 気
づ
 い
 で
き
た
 

「
 
八
 /
 月
の
日
記
の
話
題
は
何
ヤ
 ロ
 

ナ
 」
と
僕
の
広
報
日
記
を
読
ん
で
く
 

れ
 は
る
読
者
は
考
え
と
る
や
ろ
。
 

月
の
話
題
は
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
 

空
気
が
重
く
な
い
、
ま
た
ボ
ー
パ
ン
 

の
子
供
の
頃
の
話
と
皆
さ
ん
が
 思
 っ
 

と
る
 ヤ
ロ
 。
実
は
、
「
同
じ
事
で
も
、
 

や
り
万
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
 

僕
に
と
っ
て
 、
 深
い
こ
と
や
。
「
 同
 

じ
 事
で
も
、
や
り
万
が
多
い
」
と
い
 

ぅ
 こ
と
が
言
え
る
の
な
ら
、
「
結
果
 

が
 
一
緒
や
っ
た
ら
や
り
方
が
違
っ
て
 

も
 、
問
題
は
な
 い
ヤ
ロ
 」
 

と
い
う
こ
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
へ
 

ア
 。
 

そ
う
い
う
考
え
方
、
占
い
万
は
簡
 

単
 過
ぎ
る
と
皆
さ
ん
が
 捜
 っ
と
る
 ヤ
 

ロ
，
 「

結
果
が
一
緒
や
っ
た
ら
、
や
り
 

方
が
違
っ
て
も
、
問
題
は
な
い
ヤ
ロ
」
 

と
い
う
考
え
方
は
簡
単
す
ぎ
や
と
 認
 

め
 と
る
け
ど
、
 
5
 肢
の
幼
稚
園
生
の
 

僕
に
と
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
分
 

つ
 

て
き
た
の
は
大
発
見
や
っ
た
：
か
え
っ
 

で
、
そ
う
い
う
し
な
や
か
な
考
え
 カ
 

を
色
々
な
問
題
な
ど
に
適
用
す
れ
ば
、
 

多
様
性
の
多
さ
 、
 深
さ
を
感
じ
で
、
 

鑑
賞
が
で
き
る
ヤ
ロ
。
 

 
 

O
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訂
故
 を
保
障
し
ま
す
，
 

又
 小
数
、
政
運
動
な
ど
 

営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
は
肘
 

2
 
 青
少
年
 育
成
活
動
 

町
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
 5
 人
家
と
な
り
ま
せ
 ん
ご
 

子
供
会
の
諸
活
動
 

以
上
の
 W
 民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
対
象
こ
な
る
 
活
動
の
主
な
具
体
例
 

3
 、
社
会
福
祉
奉
仕
活
動
 

W
 民
団
体
や
個
人
の
方
が
本
来
の
什
 

ぬ
域
 社
会
活
動
 

、
在
宅
 
老
 

社
 

区
の
活
動
、
防
火
、
防
犯
活
動
、
 

事
を
離
れ
て
行
 う
 、
継
続
的
、
計
画
 

人
 
・
身
障
者
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
。
 

的
な
公
益
性
の
あ
る
町
民
活
動
中
の
区
運
動
会
、
 
区
の
祭
り
、
交
通
安
全
 

4
 、
社
会
教
育
活
動
 

青
年
団
、
婦
人
会
、
 

P
T
A
 
 （
 学
 

Ⅰ
 
ノ
 

 
 

活
動
中
 の
事
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町
内
で
は
、
子
供
会
を
中
心
と
す
る
青
少
年
育
成
浩
 

m
 や
 自
治
区
の
清
掃
活
動
、
婦
 

入
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
 

う
 福
祉
活
動
な
ど
が
盛
ん
に
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
活
動
は
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
 

な
 役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
活
動
中
に
万
一
事
故
が
起
き
て
 

」
ま
っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
の
 

活
動
が
し
 
ほ
 ん
で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
 

 
 

そ
こ
で
、
町
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
中
の
事
故
を
救
 

済
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
 

活
動
を
行
え
る
よ
う
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
保
障
 

保
 険
 」
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。
 

  

  

下
  

 

 
 

 
 肥
 

            一一 -L  Ⅰ   

  

「Ⅰ 

  

辛 Ⅰ Ⅰ 時 ; 

保障の内容 ● 

1 . 賠償責任保険 

1. 身体賠償 ( 1 事故最高 ) 6.000 万円 

2. 財物賠償 ( 1 事故最高 ) 300 万円 

2. 障害保険 
1, 死亡保険金 1,000 万円 2 後姓障害保険金 ( 程度により @  1,000 川 4@  30 ・ カ 3 人 院 保険 金 1 ll3,000l 。 J 
事故の報告 Ⅰ 

もし活動中に 事故が発 亜 ．したときは、 すぐに、 別体 の " 仕者を適 

じて役場の所管窓口に 連絡しでください。 

連絡の要領は 次のとおりです・ 

1 . い っ…日 時 

2. どこで…場 所 

3. だれが…被害者あ るいは加害者の 住所、 氏名、 年齢など   

4. どうして‥Ⅱ大沢と 原因 

5. どうなった…被害の 状況 

問い合わせ 役場地域振興課 呑 282-12 Ⅱ 

O
 


